
 

視察報告書 

 

                                                        令和　6　年　2 月 23日 

倉吉市議会議長　様 

 
      　　　　                        倉吉市議会　 

　　　　　　　　　　　　　　            （代表）議員　田村閑美    　  　               
 

 

　政務活動費により行政視察を実施しましたので、次のとおり報告します。 
 

記 

 

要した経費：１人　合計46,770円　

  

 １ 視察期間 令和　6 年 2月　18 日（日）から　令和　6 年 2月 19日（月）まで 
 

 ２ 視 察 先　⑴ イノベーションラボミライノ 

　　　　　　　⑵ 東広島市西条岡町 

　　　　　 ---------------------------------------------------------------- 

３ 視察議員　　田村閑美 

           ---------------------------------------------------------------- 

 4 視察目的　⑴地方創生×女性活躍　講演会 

　　　　 　　⑵東広島市共創型起業プログラム「円陣」の取組調査 

           ---------------------------------------------------------------- 

 5 視察の経過及び感想 

　　　　　　　　別紙　レポート添付 

           ---------------------------------------------------------------- 

  

6 添付書類 　 

⑴ 面会者名刺一覧　　 

　　　　　　　　-------------------------------------------------------- 

⑵ ミライノ表紙 

-------------------------------------------------------- 

⑶ セミナーチラシ 

　-------------------------------------------------------- 

⑷ 円陣表紙 

-------------------------------------------------------- 

⑸ 女性の活躍と地方創生資料　表 

------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 



視察の経過及び感想 

 

東広島市が運営しているイノベーションラボ　ミライノ 

という西条にある施設会場にて行われた講演会に行かせて頂きました。 

会場はとても明るくカフェのようなスタイルで東広島市が主体となって開設してい

る場所でした。 

私にとっては市が主体となって開設し集る場所がある、そのあり方から感動でした。 

そして、その場所を拠点に「円陣」という東広島市を舞台に社会課題解決に仲間と挑む 

東広島市独自の共創型起業プログラムを実施してます。その円陣のあり方もとても興味

深くここに来て話しを聞きたいと思った理由の一つです。 

 

円陣では現在 9 名のプレーヤーがそれぞれの課題目標を掲げそのプレーヤーには 2

名の伴走者が着き問題解決に向けて支援をしてます。現在の伴奏者は 11 名、それぞれ

の活動状況はホームページでも確認でき、3月 30 日に活動披露の場が開催されるよう

です。出来たら聞きに行きたいと思う気持ちが膨らみます。その伴奏者の 1人に倉吉市

在中の松林安美さんという女性がいます。その彼女がここ東広島市で講演をするという

事を知り、倉吉市の女性が活躍している現場を観たいという、私がここに来た理由の二

つ目です。 

会場参加は定員 40 名で直ぐに予約で埋まり、オンライン配信もされていました。 

子供を預ける託児所も準備されており、参加者の多くは女性で、3、40 代が多く見受け

られました。 

 

地方創生×女性活躍 

第一部 

「女性が輝く！地方創生?なぜ私たちは起業するのか」　　松林安美　氏 

の講演は講師と公聴者の距離も近くリラックスして聴ける講演会でした。 

松林さんの経験談をもとに思いを伝える内容でしたが、心に残った内容は行政も銀行も

支援機関も見放したお店でも I年かけて数千万円の借金を黒字化にしたという事で、た

とえ自分は儲けが無くても自分と同じ思いをしている人を救いたい助けたい、そんな原

体験の思いで起業する女性ならではのパワー、女性起業家の強さは地方に必要な力だと

言う事でした。倉吉市に住みながら他地域でオファーがある松林さんを是非、倉吉市で

事業者支援をして頂き、本市で低迷している企業や女性活躍支援を活性化して頂きたい

と強く望みます。 

 

 

 



第二部は 

地方のソーシャルビジネス　～その可能性と未来図～ 

日下企業経営相談所　代表　日下智晴　氏 

東広島市生まれで広島銀行を退職後、金融庁に転職し初代地域金融企画室長に任命さ

れ活躍。1921 年退職後、日下企業経営相談所を開設。 

という経歴の持ち主の日下氏の話しを聞きたい。と思い、こちらに参加されて頂いたの

が 3番目の理由です。 

日下氏は評価も高く全国を講演されてる方で、その方と倉吉市の松林さんが繋がって

る事にも驚きながら参加させて頂きました。日下氏の講演の中で地域コミュニティの中

で社会課題解決型ビジネス創新と言う言葉学びました。 

確かにこれからは各地域でさまざまな取組が求められる時代です。本市でも関係人口を

大事に取り組んで行く必要を感じます。 

 

第 3部は 

この 2人の講師にもう 1人シェアオフィス来音 Kurume の代表田村かすみ氏の 3 名で

クロストークが行われました。その中で東広島市の市長高垣広憲氏もオンライン参加頂

き、本会が貴重な講演会で意義深いものだったと改めて感じました。 

その後、参加者のみなさんと名刺交換やフリートークの時間を楽しみました。 

広島市大学の学生さんで起業者や 15歳の男子高校生、東広島市市議で新人女性 31 歳歴

代最多投票数でトップ当選をされた鍋島勢理氏、青谷町出身でここに移住をされてる女

性等、さまざまなキャラクターの方たちと短時間でしたがお話しをさせて頂きあっとい

う間の貴重な時間でした。 

次の日は、広島市東広島市の産業部　産業振興課　イノベーション創出支援係の方々

とお話しさせて頂きました。 

ミライノ、円陣、を支援している内容を今一度確認しながら話しましたが、マツダ社

の支援が大きいとの事も伺い羨ましい限りでしたが、本市においてもこのようなサポー

トシステムを構築できないか、取組資料も送って頂けるとの事でしたので、今回の視察

を期に本市でも少しづつでも進めれるよう研究してみようと思っています。
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